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【派遣支援期間中の研究計画】 

（１）研究目的・内容（１）研究目的・内容（１）研究目的・内容（１）研究目的・内容    

研究目的 

カナダ西部の北方林のシミュレーションおよびリモセン観測の精度向上に資するため、フィールドにおいて

葉面積指数および胸高断面積の測定を実施する。高効率・非破壊・非接触という特色を持った光学観測技術

を用い、これまでシステマチックな現地観測の少なかった調査対象地域において、単一のプロトコルでの広

域観測を実施することで、広域をカバーするシミュレーションやリモセンに直接対応するフィールドデータ

を得ることを目的とする。なお、葉面積指数はリモセン解析結果との直接の比較が可能である。シミュレー

ション結果とは葉面積指数と胸高断面積ともに比較可能であり、今後の改良に活用される。 

研究方法 

申請者が日本国内で実績を持つ（１）円周魚眼レンズ撮影による葉面積指数の推定、および（２）プリズム

法による胸高断面積の測定を実施する。また、観測地点は事前に選定しておき、現地では地点座標を複数の

GPS 機器により記録することで、観測の再現性および高解像度リモセンデータとの比較可能性を担保する。 

調査対象地域 

カルガリー大学を基点とし、アルバータ州およびブリティッシュコロンビア州を中心に観測を行う（下図）。

レンタカーを利用し、道路からのアクセスが容易な森林をシステマチックに観測することで、緯度・標高と

いった環境傾度に沿った変化の観測を目指す。リモセンデータ・シミュレーションの評価に使うことを念頭

に置き、調査地点の空間代表性については、事前に植生図や衛星写真で確認しておく。短期間に広範囲をカ

バーすることで、空間的広がりを持ったスナップショット的な調査結果を出す。 

 

 

調査の実施時期について 

本研究の実施時期（9月後半から 10 月前半）は、場所によっては現地での落葉の時期にあたる。本研究はス

ナップショット的な研究ではあるが、短い日数でも落葉のフェノロジーを理解するために有効な調査が可能

となるような時期を選んでいる。可能な場合は同地点で複数回の葉面積指数の推定を実施する。 
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（２）（２）（２）（２）研究の特色・独創的な点研究の特色・独創的な点研究の特色・独創的な点研究の特色・独創的な点    

当然のことであるが、森林の葉面積指数および胸高断面積の計測は世界中で枚挙のいとまがないほど実施さ

れてきた。そのなかで本研究の独創性と意義は以下のとおりである。 

・ 非破壊・非接触で高効率の測定手法の利用により、単一のプロトコルで短期間に広範囲をカバーするこ

とが可能となる。 

・ シミュレーション予測とリモセン解析の補正・改良という明確な目的に特化したデータを取得するため、

各サイトでの観測項目数が従来よりも飛躍的に減少し高効率化が図られる。 

・ シミュレーションとリモセン解析の現状と改良が必要なポイントを知る申請者が自分の手でデータを取

ることで、目的に直結した観測が可能になるうえに、研究室にこもりがちな申請者が現場を見るという

貴重な体験を得る。 

・ 事前のサイト選定にもリモセンデータを活用する。 

・ 本研究の観測結果を直接利用可能なシミュレーションモデルとリモセンデータがすでに存在する。 

・ 観測密度の低いカナダ西部での調査は、北方林全体の環境応答を理解し予測するうえでも重要なデータ

となる。観測データは他の研究者に積極的に公開する。 

 

【本派遣支援の今後の北極環境研究に対する貢献】 

（（（（１１１１）派遣支援先選定理由）派遣支援先選定理由）派遣支援先選定理由）派遣支援先選定理由    

カルガリー大学（カナダ・アルバータ州）のAlessandro Massolo教授を受け入れ先として選んだ理由は、

カルガリー大学が本研究の対象地の中心であるカナダ西部に位置すること、さらにMassolo教授は現地での広

域フィールドワークに造詣が深く、調査ルートの選定や非常時の対応などについて実際的な助言を与えてく

れるからである。 

（２）申請者の研究、（２）申請者の研究、（２）申請者の研究、（２）申請者の研究、将来将来将来将来のののの北極環境研究に北極環境研究に北極環境研究に北極環境研究に対する対する対する対する貢献貢献貢献貢献    

1. 派遣先で研究する意義など 

リモセンデータ解析やシミュレーション研究は研究室内で遂行可能であるが、その結果が現実をどれほど忠

実に反映しているかを検証し、さらなる改良に役立てるには、現地でのフィールドワークが不可欠である。

カナダ西部には広大な森林が広がり、その環境応答性に関する予測精度の向上は、申請者が実施している全

球規模での陸域炭素循環研究にとって特に重要な貢献となる。 

2. 派遣終了後の研究の発展について 

カルガリー大学とは今後も密接な協力体制を維持する。たとえば、本研究の観測サイトの定点観測を要請す

ることで、季節変化・経年変化の解明に役立つ共同の研究成果が得られる。また、これまで日本のリモセン・

モデル研究者によるフィールドワークが欠けていたカナダ西部での本研究の結果を積極的に他の研究者の利

用に供することで、今後のわが国の環北極陸域生態系の研究・予測の発展にも大きく貢献する。 

 

【準備状況】 

1. 受け入れ研究者との連絡について 

カルガリー大学のAlessandro Massolo教授と連絡を取り、本研究の実施について打ち合わせを行っている。

さらに、カルガリー大学の博士課程に在籍する日本人留学生の森健介氏とも連絡を取り、学術的な打ち合

わせに加え現地の道路情報なども得ている。 

2. コミュニケーション能力について 

申請者は米国のワイオミング大学で学士取得までの4年、引き続いてハーバード大学で博士取得までの5年

半を過ごしたため、英語でのコミュニケーションに支障はない。ワイオミング大学3年次在学中（2001年7

月）のTOEFL PBTのスコアは643点である。なおアメリカ国内での車による移動・調査の経験も豊富である。
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